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した違いが認められる種の存在（例えばシマホルトノキ：Sugai et al. 2013）が徐々に明ら
かになってきた。
一方、絶滅が危惧される小笠原諸島の固有樹木オガサワラボチョウジ Psychotria 











計数に供したサンプル個体数・花序数を表 1 に示す。2003 年と 2004 年の 6–7 月に父島
列島父島東平周辺、兄島中央台地周辺、及び母島列島母島の乳房山の 3 集団を対象とし、
各個体からランダムに選択した 2–6 花序をマークし、各花序あたりの花数（つぼみを含む）
を計数した。2014 年 8 月には母島の石門において、各個体からランダムに選択した 1 花序
あたりの花数（つぼみを含む）を計数した。オガサワラボチョウジは短花柱花（short-
styled: S）と長花柱花（long-styled: L）の 2 タイプの花をつける二型花柱性を有すること
が知られているため（Watanabe et al. 2014）、花序あたりの花数は株の調査年・花型（タ
イプ）・集団の 3 項目に分類し、ノンパラメトリック解析である Kruskal-Wallis 法及び
Steel-Dwass の多重比較によって各群間の統計的有意差を検定した。統計解析には、R 3.1.1
を用いた（R Development Core Team, 2014）。
表１　花序あたりの花数の計数に用いた各集団におけるオガサワラボ
チョウジの個体数と花序数
調査年 集　団 花型 個体数 花序数
2003 年 兄島 S 10 51
L 5 25
父島 S 13 60
L 10 54
母島（乳房山） S 8 45
L 4 24
2004 年 兄島 S 10 33
L 10 28
父島 S 10 29
L 10 29
母島（乳房山） S 7 21
L 5 15






test, p < 0.0001）。母島列島母島の 2 集団における花序あたりの花数は、父島列島の兄島・
父島 2 集団と比較して統計的に有意に多かった（Steel-Dwass test, p < 0.0001、図 1）。一
方、調査年間・花型間・列島内の各集団間には、いずれも有意な差は認められなかった
（Steel-Dwass test, p > 0.3）。父島列島の 2 集団における花序あたりの花数は、2–17（平均
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